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（目的） 
Shared Space とは，オランダの交通計画者 Hans 

Monderman によって提唱された考え方であり，道路上の

信号や標識類を最低限に撤去し、道のデザインに配慮し，

最低限の交通ルールと人々のコミュニケーションによって

歩車共存の空間を配慮した新しい道を再構築する概念であ

る(Hamilton-Baillie, 2008; Rob, 2012)。 
 本研究においては、Shared Space における視覚障害者

の利便性及び安全性を評価するとともに、新たに導入を検

討する際、視覚障害者への配慮するべき点を示すことを目

的とした。 
 
（方法） 
 2 か国 3 か所の Shared Space において、ヒアリング調

査及びビデオ観察を行った。なお、対象とした Shared 
space 及び調査期間は次の通りである。 
・ オーストリア ウィーンにある Shared Space 

"mariahilfer"（2017 年 2 月 27～3 月 1 日） 
・ スロヴェニア リュブリャナにある Shared Space 

“ソロベニスカストリート”（2017 年 3 月 2 日～5 日） 
・ オーストリア グラーツ市グラーツ大学の近くにあ

る Shared Space "sonnenfelsplatz”（3 月 6～8 日） 
 ヒアリング調査の参加者は 8 名であり、弱視 2 名、全盲

6 名、居住地はウイーン 2 名、グラーツ 3 名、スロベニア

3 名であった。3 か所の Shared Space で視覚障害者に面

接し、不便さ・設計材料の評価・危険・不自由さ・不安・

行先を見失った時の手がかりの有無・方向維持・必要な配

慮・希望などを調査した。 
 
(結果) 
 ヒアリング調査から得られた結果は次のとおりである。 
 シェアードスペースの設計材料については次の希望があ

がった。 
・ 点字ブロックの設置場所の改善。 
・ 弱視利用者に適したハイコントラストの配慮。 
・ 警告ブロックの設置・バス停などを示すような触覚お

よびハイコントラストの目印の設置。 
 また、方向維持に関する質問について、ほとんどの参加

者がその場所を長期間にわたって利用していたため、だい

たいのレイアウトを把握していた。ただし、方向を失った

際、点字ブロックおよび近くの建物、太陽などを方向維持

に使用していた。Shared Space では段差が除去されてい

るが、盲導犬は段差を目印として使用するので、盲導犬利

用者が段差の代わりの目印になるような配慮を要求してい

た。 
 その他の希望としては、次の事項があげられた 
・ 事前コミュニケーションを促すため、自転車の運転者

がベルを鳴らすなど、視覚障害者に自転車の走行を知

らせるような配慮が必要。 
・ 現在地の把握及び周囲環境の確認を知らせるような

音情報が望ましい。 
・ 上記の配慮点を考慮するという条件で、8 名のうち 6

名が新たな Shared Space の設置に賛成した。 

 次に視察の結果について、実際に、視覚障害を有する筆

者がシェアードスペースを歩行し気づいた点を以下に示す。 
・ ゆっくり歩けば相手が白杖に気づいて道を譲ってく

れた。 
・ 車も低速走行したり止まったりしてくれて危険はな

かった。 
・ 自転車の走行が一番危険を感じた。無音で走行するた

め、事前コミュニケーションが不可能だった。 
・ 店のドアが閉まっていたため、周りにどんな店がある

のか、自分がどのあたりを歩いているかなどがわから

なかった。 
・ 点字ブロックを利用し、車道と歩道を区別できた。 
・ ところどころに点字ブロックの不適切な設置があっ

たり、ストリートカフェが歩行の妨げになったりして

いた。 
・ 場所によって、近くの建物がランドマークとして使用

された。 
・ 音声的な情報があれば望ましい。 
 
（考察） 
 面接および視察の結果から、視覚障害者が Shared Space
を安全に利用するため、下記の点を考慮する必要がある。 
・ 点字ブロックの適切な設置 
・ 警告ブロックおよびハイコントラストの設置による

目印の明確化 
・ 現在地や周囲環境を把握できるような音サインの設

置 
・ 晴眼者（一般の人）の理解を高めるために、視覚障害

者への注意喚起を看板等の設置により周知する 
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